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Abstract:Thisstudyanalyzedthefunctionofthegluteusmaximusandgluteus

mediusmuscles,andcompareddifferencesbetweentworespectivesegmentsof

thesemuscles.Twelvehealthymaleswithameanageof26.1years,participatedin

this study.Electromyographic activity during isometric contraction forthree

secondswasmeasuredinthesuperiorsegmentandinferiorsegmentofthegluteus

maximus,andtheanteriorsegmentandmiddlesegmentofthegluteusmedius

muscles,followingsixdirections,aexion,extension,abduction,adduction,flexion-

abduction,extension-abduction,attheneutralpositionofthehip.Thefollowlng

threepointswerenoted;

1.Maximalelectromyographicactivityinthesuperiorsegmentofthegluteus

maximusmuscle,wasshowninthehipextension-abductiondirection.Likewise,the

inferiorsegmentofthegluteusmaximusalsodemonstratedmaximalelectromyog-

raphicactivityintheextension-abductiondirection.Thelowestlevelofactivity

occurredinboththesuperiorsegmentandinferiorsegmentduringhipadduction.

2.Maximalelectromyographicactivityin theanteriorsegmentofthegluteus

mediusmuscle,wasshowninthehipextension-abductiondirection.Likewise,the

middlesegmentofthegluteusmaximusalsoindicatedmaximalelectromyographic

activityintheextension-abductiondirection.Muscleactivltylntheanteriorsegment

ofthegluteusmediusmuscleinhipextensionwasgreaterthanthatinhip鮎Xion.

3.Muscleactivitiesineachmusclesegmentsbothofthegluteusmaximusandthe

gluteus mediusmuscles,weresimilarat0degreesofhipflexion.
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表 1 各運動方向における測定肢位
は じ め に

大殿筋および中殿筋は,立位 ･歩行時におけ

る骨盤の安定性に重要な役割を果たす｡これら

の筋は解剖学的,運動学的な違いにより,大殿

筋は上部 ･下部線維,中殿筋は前部 ･中部 ･後

部線維に分けられ,それぞれの部位によって機

能が異なるとされている1･2)｡

従来の大殿筋 ･中殿筋の筋活動に関する研究

は,測定肢位の違いによる筋活動量の変化を検

討 した報告3,4や ,片脚立位時の筋活動量を検

討 した報告5･6',あるいは種々の訓練肢位にお

ける筋活動量を検討 した報告7,8'など多 くの報

告がなされている｡ しかし,これらはいずれも

大殿筋 ･中殿筋を筋全体として捉えたものが多

く,筋の各部位ごとに筋活動を比較している報

出 9･10)は少ない｡口

そこで今回,大殿筋の上部 ･下部線維および

中殿筋の前部 ･中部線維について,それぞれの

部位の機能を明らかにすることを目的に,各部

位がどの股関節運動方向に作用するのかを表面

筋電図を用いて比較検討 したので報告する｡

対象および方法

対象は下肢 ･体幹に整形外科的 ･神経学的疾

患のない健常男性12名 (平均年齢 :26.1±5.4

読)であった｡

筋電図の測定にはフルサワ･ラボ社製の筋電

計を使用 し,ハード的に整流 (全波整流)して

2.5Hzのローパスフィルターで平滑化 した筋

電 図 (RectifiedFilteredElectromyography:

以下,RFEMG とする｡)を,サンプリング周

波数20HzでAD変換 しコンピュータに入力 し

た｡測定は右側の大殿筋上部 ･下部線維および

中殿筋前部 ･中部線維の4ヶ所とし,銀塩化銀

電極 (直径 8mm)を電極中心距離 2cmで貼

り付けた｡各筋線維の電極設置部位は以下の通

りとした｡

1.大殿筋上部線維 :大転子と仙椎下端を結

ぶ線上外側 1/3

2.大殿筋下部線維 :大転子と仙椎下端を結

運動方向 測定肢位

股関節屈曲 伏臥位

伸展 伏臥位

内転 側臥位

外転 側臥位

屈曲外転 側臥位

伸展外転 側臥位

ぶ線上外側 1/3より3cm下方

3.中殿筋前部線維 :上前腸骨棟と大転子を

結ぶ線の中央より1cm後方

4.中殿筋中部線維 :腸骨稜と大転子を結ぶ

線の近位 1/3

電極間抵抗は10Krユ以下となるように皮膚を

スキンピュアーで十分に処理 した｡

股関節の運動方向は屈曲,伸展,外転,内転,

屈曲外転,伸展外転の6方向とし,大腿遠位部

に徒手抵抗を加えて各方向に3秒間最大等尺性

収縮を行わせたときのRFEMGを測定 した｡

各運動方向における筋電図の測定肢位は表 1に

示すとおりとし,それぞれ股関節は屈曲および

外転 Oo,内外旋中間位,膝関節は完全伸展位,

足関節は中間位とした｡

導出した3秒間の筋電波形から,その間の筋

活動量を平均 した平均 RFEMGを求めた｡さ

らに,大殿筋の各線維については股関節伸展時,

中殿筋の各線維については股関節外転時におけ

るRFEMGを100%として正規化 し,それぞれ

%RFEMGを求めた｡

結 果

1)大殿筋の各股関節運動方向における筋活動

量について

上部線維は伸展外転方向で111.0%と最 も筋

活動が大きく,以下,伸展方向100.0%,外転

方向78.1%の順であった｡6種類の股関節運動

方向の中で,内転方向の筋活動が4.7%と最も

低い値を示した｡

下部線維においても伸展外転方向および伸展

方向でそれぞれ104.8%,100.0%の筋活動が得

- 12-



池添冬芽,他 :大殿筋 ･中殿筋の作用に関する筋電図学的分析

表 2 大殿筋の%RFEMG

(平均値±標準偏差)

上部線維 下部線維

屈 曲 4.9± 3.5 24.5±14.3

伸 展 100.0± 0 100.0± 0

内 転 4.7± 2.5 13.9± 6.7

外 転 78.1±50.7 90.3±23.5

屈曲 ･外転 8.3± 2.5 53.8±21.9

伸展 ･外転 111.0±42.1 104.8±22.3

られた｡最も低かったのは内転方向の筋活動で

あり,13.9%であった (表 2)｡

2)中殿筋の各股関節運動方向における筋活動

量について

前部線維は伸展外転方向で109.2% と最も筋

活動が大きく,以下,外転方向100.0%,伸展

大殿筋上部線維

内転

~ ,7L,-= I- = I-E---;,--i_er≡

中殿筋前部線維

内転

- 千 -I-i-=: 71__-E

外I云

表3 中殿筋の%RFEMG

(平均値±標準偏差)

前部線維 中部線維

屈 曲 24.8±13.5

伸 展 93.5±32.3

内 転 13.2± 8.4

外 転 100.0± 0

屈曲 ･外転 62.4±19.6

伸展 ･外転 109.2±25.4

24.2±38.3

53.6±12.7

10.8±11.9

100.0± 0

48.3±27.3

100.3±14.6

方向93.5%の順であった｡屈曲方向の筋活動は

24.8%と低い値を示した｡

中部線維は伸展外転方向100.3%および外転

方向100.0%で同程度の筋活動が認められ,以

下,伸展方向53.6%,屈曲外転方向48.3%の順

であった (表3)｡

大農筋下部線維

尽曲 伝外曲局

h

仲震

中段筋中部線維

.I..:.1lF

.
:

I

rT
L,..

.

伸震
仲ヽ震外転

図 1 大殿筋 ･中殿筋の作用方向

股関節の運動方向別の筋活動量の割合を示 している｡矢印の方向は水平面上における股関節の作用方向を表 し,矢印の長 さは

それぞれ筋活動の比率を表 している｡
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考 察

大殿筋および中殿筋の各部位は,その起始 ･

付着の関係から股関節に対する作用が異なると

いわれている｡ 大殿筋 ･中殿筋は歩行時におい

ても,それぞれの筋の部位によって役割および

作用するタイミングが異なり,体重支持期に骨

盤落下を制御する重要な役割は,これらの筋の

なかでも大殿筋上部線維および中殿筋前部線維

が担っているとされている1･10)｡ 一方,Soder-

berg9)によると,歩行や立ち上が り,階段昇降

などの動作時における中殿筋の筋活動を分析 し

た結果,前部 ･中部 ･後部線維は類似の活動を

示したと報告している｡ このように,大殿筋 ･

中殿筋の各部位による機能の違いについて検討

した報告は散見されるが,まだ統一した見解に

は至ってはいない｡

今回,大殿筋 ･中殿筋の各部位が股関節に対

してどのような作用をもつかを筋電図学的に検

討した｡その結果,大殿筋においては上部 ･下

部線維ともに伸展外転方向において筋活動量が

最も大きく,以下伸展方向,外転方向の順に高

い筋活動がみられた｡大殿筋は上部 ･下部線維

ともに股関節伸展の作用が主であることは一般

的に知られており,今回の結果からも強い伸展

作用が認められた｡

また大殿筋の内転 ･外転の作用について着目

すると,Basmajianl)は,大殿筋は筋全体 とし

ては股関節伸展と外旋にはたらくが,上部線維

のみでは伸展のみならず,外転作用を有すると

報告している｡ 本研究においても上部線維は外

転時に78.1%という高い筋活動が認められ,

Basmajianと同様の結果を得た｡

一方,大殿筋下部線維においては伸展の作用

のほか,内転方向の作用を有すると報告されて

いる11)が,今回の結果,下部線維における内転

方向の筋活動は13.9%と小さい傾向にあり,む

しろ外転方向の方が90.3%と強い傾向にあった｡

この理由として第一に,大殿筋の付着が殿筋粗

面以外に,下方では大部分が屈曲外転作用を有

する大腿筋膜張筋の延長である腸腔敬帯にも付

着しているという解剖学的構造が考えられる｡

第二に,運動を支える筋の協同収縮作用が考え

られる｡ 藤原ら12)は股関節周囲筋の筋活動 を包

括的に観察し,各股関節運動は多 くの筋の協同

収縮作用によって支えられていることを証明し

ている｡ また,村上ら13)によると,股関節外転

時における股関節周囲筋の関与を回帰係数より

みると,中殿筋は1.5,大殿筋は0.6前後であり,

大殿筋は股関節外転位保持に際し,屈伸方向の

スタビライザーとして作用 していると報告 して

いる｡ このように,解剖学的走行および筋の協

同収縮作用として,大殿筋は上部線維のみなら

ず下部線維も外転時に作用する重要な筋である

ことが推察された｡

中殿筋においては,前部線維 ･中部線維とも

に股関節伸展外転方向で最も筋活動が大きく,

以下外転方向,伸展方向の順に筋活動が大きい

傾向がみられた｡中殿筋の前部線維はその走行

より屈曲外転方向の作用を有する1日といわれて

いるが,今回の結果,中部線維と同様にむしろ

伸展外転方向において筋活動は高い傾向がみら

れた｡後藤ら14ノによると,股関節屈曲動作時に

中殿筋前部線維の筋放電が観察されたが,この

前部線維の放電は屈曲動作に参画しているとい

うより,矢状面内に動作を規制するため内転筋

と括抗的に働 く放電ではないかと推測 している｡

またDostal15)は中殿筋の前部線維の屈曲 ･伸展

方向の分力に関して,股関節伸展位ではやや伸

展方向の分力を有し,股関節屈曲が増すにつれ

て屈曲方向-の力-と変化 し,屈曲200付近で

伸展方向から屈曲方向-と筋の作用が逆転する

ことを報告している｡ 今回測定 したような股関

節中間位では,中殿筋前部の起始と停止を結ぶ

線は股関節の運動軸より若干後方にあるため,

股関節屈曲よりも伸展方向の作用が強かったと

考えられる｡ このように,測定する肢位によっ

て,筋と股関節中心との相対的な位置関係が異

なってくるため,筋の作用はその肢位によって

異なることが考えられる｡ そのため,起始と付

着の走行の方向だけではなく,そのときの股関

節角度を考慮 して筋の作用を考えることが重要
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であると思われる｡

今回測定 した股関節中間位では,大殿筋 ･中

殿筋の各部位は,同一筋では類似の活動パター

ンを示 し,図 1からもわかるように,大殿筋に

おいては上部 ･下部線維 ともに伸展外転一伸展

方向,中殿筋においては前部 ･中部線維ともに

伸展外転一外転方向が主な作用方向であると考

えられた｡ しかし,今回の結果は筋の作用の一

面を評価 しているにすぎないことに注意 しなけ

ればならない｡すなわち,筋の作用を考える場

合,そのときの肢位や運動を支える筋の協同作

用の影響を考慮 し,多面的に評価することが必

要であると思われる｡ また,本研究のように非

荷重位で股関節を運動させるときには,付着部

から起始部へと大殿筋 ･中殿筋の張力は作用す

るが,立位 ･歩行時などの荷重位においてはそ

の張力作用方向は逆転 し,起始部から付着部へ

と作用する16)ことより,荷重位と非荷重位では

これらの筋の作用様式は大きく異なると考えら

れる｡今後は,大殿筋 ･中殿筋の重要な役割で

ある下肢荷重位において,大殿筋 ･中殿筋の各

部位による役割の違いについて検討 していきた

い｡

ま と め

健常男性12名を対象に,大殿筋の上部 ･下部

線維および中殿筋の前部 ･中部線維についてそ

れぞれの部位の作用を明 らかにすることを目的

に,種々の股関節運動方向の違いによる筋活動

量の変化を筋電図を用いて検討 した｡

大殿筋の筋活動量は上部 ･下部線維ともに伸

展外転方向において最も大きく,内転動作時の

筋活動量は小さい傾向にあった｡中殿筋の筋活

動量は前部 ･中部線維ともに,伸展外転方向に

おいて最も大きく,以下,外転方向,伸展方向

の順であった｡

股関節中間位における大殿筋 ･中殿筋の各部

位の筋活動は,同一筋内では類似の活動パター

ンを示す傾向が認められた｡
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